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い でん し けんきゅう み き ひ みつ き かつよう

遺伝子の研究で見えてくる木の秘密。 木の活用から見えてくる萌るい栄莱。
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こ とし なつ あっ

今年の夏はとても薯かったで
なつ あつ 99んいん ひと

すね。夏の暑さの原因の一つは
ふ に さん か たん そ

増えすぎた二酸化炭素のせいだ

ともいわれています。地霰の
おんだん か せ さ ゆ

温暖化をおさえるために、石油
せ きたん つか

や石炭などをなるべく使わない
ぽうほう せ かいじりう かんが

方法が世界中で考えられてい

ます。若油・若扱に代ゎるもの
さいせい か のう

として、いろいろな再生可能な
し げん き

資源がありますが、 「木」もそ
ひと

の一つだって知ってましたか？
しよくぶご たい よう ひかり つか

植物は、太陽の光を使った

晃各晟で三簸化羨桑を霰霞し

ながら藷っていきます。筏森し
ようと つか

てさまざまな用途に使っても、

自然算で また芙き な 未が薔っ
さいせい か のう し げん

ので、再生可能な資源といえま

す。

い でん し き か

◇遺伝子が木を変える

ところで、箇さんがもつ「未」

ってどんな イメ ージですか？

「まっすぐに芙にむかって伸び
おお え1と ひろ ゆた

る」とか 「大きく枝を広げ、豊
9よ LA9 ちからづよ

かに葉を茂らす」とか、力強
も ひと おお

いイメ ージを持つ人が多いこと
ちからづよ

この力強さのもとでしょう。
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グニャグニャ（こ1訳びるよう（こ......

せいぶ

になる成分が「リグノセルロー

ス」です。
さんざようき匹つそうこうけんきPうしょ

産業技術総合研究所では、

藉局の遺桧字について餅寅し

ています。リグノセルロースを
つく い でん し しよくぷつ

作る遺伝子はどんな植物にも
い でん し こわ

あります。その遺伝子を壊して

しまうと、染莱まっすく壬に伸

びる種籐の藉局がフニャフニ

ャになってしまうことがわかり

ました。

砕の菟産
戊簡・籐爾象の械fです。ク］ぐ箪笙

しやかい だ い す し〇 み

のときは社会が大好きでした。趣味は

キャンプ、登臼、スキーです」

いでんし

ある遺伝子を
こわ

壊しちゃうと•,....

いでんし、

ということは••••••この遺伝子で
もっとガッチリした木を
胄てることも？

ぎやく かんが い でん し

逆に考えると、この遺伝子
かいりょう

を改良することで、いまある

未ょりも、もっと掻＜てガッチ
さ つく

リした木を作れるかもしれませ

ん。もちろん燃岩にするにも

襖利だし、薙紛を建てたり、巌

やプラスチックにしたり、匝ぃ
かた

方はいろいろです。

き かこ み らい

◇木に囲まれた未来

未の晟岱をいつばい作れる
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藉弱は、脅っときに三磁も羨

桑をたくさん霰暇してくれる
そ9こ もくさい ねんりよう

し、育った木材からは燃料や

屁頁をいっぱい作ることがで

きます。采紆そのものがとても
つよ もく そう こうそう

強くなれば、木造の高層ビルを
た

たくさん建てられるようになる

でしょう。未に酋まれた笙居、
まち も り み らい そうそう

街が森みたいになる未来を想像
たの

してみるのも楽しいです！

につぼん さい だいさウう こうてきけんきPう き かん い心ら さ けん

日本で最大級の公的研究機関なんだ。茨城県つくば市など、

茎薗12か所の餅寅籍篠があって、目染の産雀ゃ杜盗に履立っ
ざじゅつ けんさゆう すす

技術について研究を進めているよ。
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g
光 晨薩さん

産冨投嘉総各餅寅薪（産緑栴）笙弱
けんさりうぷ もん せんもん しよくぶつ

プロセス研究部門。専門は、植物バ
しゅっしんしょうがつ こう か

イオテクノロジー。出身小学校は神
な がわけんかまくら し りつせき やしょう

奈川県鎌倉市立関谷小。
キッズむけウェプペー ジはこちら�
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